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研究成果の概要（和文）：本研究は、第二言語（英語）を習得することによって母語（日本語）の発音が変化し
てしまう母語喪失現象が、学習者の第二言語習得度および海外滞在経験とどのような関連にあるかを、大規模日
英音声データベース『J-AESOP』を用いて多角的に検証した。その結果、英語習熟度の高い話者ほど日本語が
「訛っている」と判断される傾向が見られたが、これは学習者に中長期間の海外滞在経験がある場合に限られ、
日本国内で英語を習得した場合は当てはまらないことが明らかになった。また、海外滞在経験の有無に関わら
ず、英語習熟度の高い話者ほど日本語が「理解しやすい」と判断されるという新規の発見も得られた。

研究成果の概要（英文）：Using a large-scale Japanese-English speech corpus called "J-AESOP", this 
study examined how the attrition of one's native language (Japanese) pronunciation is related to 
their level of second language (English) proficiency and experience of living abroad. The results 
showed that speakers with higher levels of English proficiency were more likely to be judged as 
having a "foreign accent" in Japanese, but this was only true if they had lived abroad for some 
time, not if they had learned English in Japan. Another novel finding was that speakers with higher 
English proficiency levels tended to be judged as "more comprehensible" in Japanese, regardless of 
whether or not they had lived abroad.

研究分野： 音声学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果は、第二言語を高度なレベルまで習得することは必ずしも母語の訛りには直結せず、また発話の分
かりやすさという観点からは母語に好影響をも与えうることを示唆している。したがって、日本国内において重
点的な英語教育を行なったからといって母語である日本語の発音能力が悪影響を受けることは考えにくく、早期
英語教育や英語イマージョン教育の導入に関する弊害は限定的であると考えられる。また、帰国子女の生徒や学
生の日本語発音能力については、海外滞在中の母語使用の継続的な保持が重要と考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
第一言語（L1）の特性が第二言語（L2）の習得過程に影響を及ぼす現象は「言語転移」として広
く知られているが、L2 の習得に伴って反対に L1 が影響を受ける「逆転移」と呼ばれる現象も報
告されており、近年注目を集めている。我が国においては、早期英語教育や英語イマージョン教
育の有用性が声高に叫ばれ、現に導入も進みつつあるものの、このような L2 重視の教育政策が
L1 である日本語の運用能力にどのように影響するかは不明な点も多い。特に、逆転移に関する
先行研究は L2 使用国で生活する移民を対象としたものがほとんどを占めるため、上記のように
日常生活では L1 が主に使用される環境においても L2 に習熟すれば逆転移は避けられないもの
なのかは明らかでなかった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、申請者が以前より構築に携わってきた大規模日英音声コーパス「J-AESOP」 を用い
て、L2 習熟度と L1 音声の関係性を定量的かつ多角的に検証することを目的とする。当該コーパ
スには、普通英語教育のみを受けてきたいわゆる純ジャパの学習者から海外滞在経験の長い帰
国子女に至るまで、幅広い英語学習歴を持つ日本語母語話者 200 名弱の日英音声データが収録
されている。また、各話者の英語習熟度は複数の音声学専門家によって詳細に数値化されている
（以下「英語評定値」）。各話者の日本語の発話を英語学習歴および英語評定値と関連させながら
比較検証することで、L1 音声の変化は L2 習熟度が高まるにつれて必然的に生じるものなのか、
はたまた L2 習得環境（国内もしくは海外）によって条件付けられるものなのか、その解明に繋
がると考えられる。 
 
３．研究の方法 
 
研究方法としては、評定実験と音響分析を二つの主軸とした。 
 評定実験については、筑波大学の大学生および大学院生 30 名弱（いずれも日本語母語話者）
を対象とした。新型コロナウイルスの発生により対面での実験実施が困難となったため、Gorilla 
Experiment Builder を用いて、対象者が自らのスマートフォンや PC 等を用いて自宅からアクセ
スできる実験プラットフォームを作成した。参加者はコーパス内に収録されている全話者の日
本語版「北風と太陽」の読み上げ音声を聴き、その「外国語訛り度」と「理解しやすさ」の程度
を、0 から 100 の段階でスライドバーを用いて評定した（以下「日本語評定値」）。なお、評定は
揺れを抑えるために 1週間以内に行われた。 
 音響分析については、研究開始時点では分析に必要となるアノテーションが付与されていな
かったため、Julius を用いて強制アラインメントを全音声ファイルに付与し、研究補助者を雇
用して手動での境界時刻修正を行った。完成したアノテーションを基に、母音の音響的特徴（第
1・第 2 フォルマント周波数）について分析を行なった。具体的な分析対象は母音種（/i e a o 
u/）ごとの平均値と標準偏差ならびに母音空間全体の離散度とし、これを英語評定値や日本語評
定値と関連付けて統計的に解析した。 
 
４．研究成果 
 
分析によって得られた結果を総合的に鑑みると、以下のような示唆が得られた。 
 まず「外国語訛り度」について、英語評定値の高い話者ほど日本語が訛っていると判断される
傾向が認められたが、これは話者に中長期間の海外滞在経験がある場合に限られ、日本国内で英
語を習得した場合はこの限りでなかった（図 1、左）。加えて、滞在経験の長さと外国語訛り度
の日本語評定値には有意な関連が認められた。これらのことは、L2 を習得すること自体が必ず
しも L1 の訛りに直結するわけではなく、主に L2 が使用される海外環境において L1 の使用量が
相対的に減少した結果として訛りが生じることを示唆している。言い換えると、L1 音声変化の
原因は L2 の干渉というよりは L1 の喪失であると考えられる。「外国語訛り度」と相関する音響
的特徴としては母音種ごとのフォルマント平均値が考えられ（例えば、訛っている話者の/a/は
平均フォルマント値が訛っていない話者と大きく異なるなど）、実際に有意な傾向が全ての母音
種において見られたものの、変化の方向は一般的な L2 音声習得モデル（Speech Learning Model
など）における L1・L2 範疇間の同化や異化では説明がつかず、母音空間全体の再構成を反映し
ているように見受けられた。 
 続いて「理解しやすさ」について、海外滞在経験の有無に関わらず、英語習熟度の高い話者ほ
ど日本語が理解しやすいと判断されるという結果が得られた（図 1、右）。L1 音声の理解しやす
さと L2 習熟度の関連性を示したのは、管見の及ぶ限り本研究が初である。「理解しやすさ」と相
関する音響的特徴としては母音種ごとのフォルマント標準偏差が考えられたが（例えば、理解し



やすい話者の母音はそれぞれがコンパクトで、互いの重なりが少ないため明瞭に聴こえるなど）、
この予想は支持されなかった。有意な傾向が見られたのは母音空間全体の離散度であり、やはり
母音の範疇ごとではなく母音体系全体が変化している可能性が高い。 
 研究全体の示唆としては、日本国内において L2 に重点的な教育政策を進めることによって L1
である日本語の発音が悪影響を受けることはおよそ考えにくく、むしろ理解しやすさの観点か
らは L1 に好影響をも与えうることが明らかになった。したがって、早期英語教育や英語イマー
ジョン教育の導入に関する弊害は、少なくとも音声運用能力の観点からは限定的であると考え
られる。海外滞在経験の長い帰国子女については外国語訛りを持ちうることも明らかになった
が、L1 は一部が喪失しても L1 使用環境に戻ることで回復することが報告されており、コーパス
内の話者は全員海外から日本に帰国済みであったこともあって、訛り度の程度はさほど大きく
なかった点には触れておきたい。また、仮に訛りがあったとしても、それが理解しやすさを阻害
するわけではなく、むしろ訛りがない発話よりも明瞭と認められさえする点は注目に値する。現
在の L2 分野ではネイティブらしさよりもコミュニケーションの取りやすさが重視され、発音に
おいても多様性を認める時代になってきていることを踏まえると、この点は特に重要である。 
 

 
図 1：L2 英語習熟度（縦軸）と L1 印象評定値（横軸）の関係 

（LOR = length of residence abroad） 
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